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に
堪
え
る
者
で

あ
り
た
い
と
そ

う
願
っ
て
祈
り

た
い
と
思
い
ま

す
」と
結
ん
だ
。

　

前
日
ま
で
雨

が
降
り
殉
教
地

で
の
ミ
サ
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
た

も
の
の
、当
日

は
明
る
い
陽
が

差
し
、恵
ま
れ

た
天
気
と
な
っ

た
。
会
場
設
営

を
は
じ
め
多
く

の
準
備
に
対
応

し
た
関
係
者
ら
に
対
し
て
労

い
と
感
謝
の
言
葉
も
あ
ち
こ

ち
か
ら
聞
か
れ
、徒
歩
巡
礼

者
も
合
わ
せ
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
多
く
の
人
々
が
、祈

り
と
感
謝
の
一
日
を
分
か
ち

合
っ
た
。

　

こ
の
ミ
サ
に
参
加
す
る
た

め
に
福
岡
か
ら
電
車
で
駆
け

付
け
た
と
い
う
米
国
出
身
の

信
徒
カ
リ
ン
さ
ん
は
、「
26

聖
人
記
念
館
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
ミ
サ
の
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。来
日
し
て
６
年
、

ず
っ
と
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
っ
て
今
日
ま
で
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◦
教
皇	

世
界
各
地
で
福
音
の
た
め
に
生
命

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
人
々

が
、
そ
の
勇
気
と
宣
教
の
思
い
を

教
会
に
伝
え
る
者
と
な
る
よ
う
に

◦
日
本	

聖
職
者
に
よ
っ
て
心
と
体
に
深
い

傷
を
負
っ
た
方
々
が
、
い
つ
く
し

み
深
い
神
の
い
や
し
に
よ
っ
て
慰

め
ら
れ
る
よ
う
に

祈祷の 
使徒  祈りの意向

今
年
は
２
月
14
日
、灰
の
水

曜
日
か
ら
の
40
日
間
、わ
た

し
た
ち
は
四
旬
節
を
過
ご

す
。
四
旬
節
は
元
来
、洗
礼

の
準
備
期
間
だ
っ
た
。
復
活

徹
夜
祭
に
新
し
く
洗
礼
を

受
け
る
洗
礼
志
願
者
の
準

備
と
し
て
、イ
エ
ス
が
公
生

活
の
は
じ
め
に
砂
漠
で
40
日

断
食
を
さ
れ
た
こ
と
に
な
ら

い
、40
日
の
祈
り
と
節
制
を

す
る
期
間
と
し
て
は
じ
ま
っ

た
。
や
が
て
既
に
洗
礼
を
受

け
た
人
も
洗
礼
を
受
け
た
時

の
心
を
も
う
一
度
新
た
に
す

る
た
め
に
、全
教
会
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

▲
第
１
主
日
の
福
音
箇
所
は

荒
れ
野
に
お
け
る
40
日
間
の

イ
エ
ス
の
試
み
と
悔
い
改
め

の
呼
び
か
け
、第
２
主
日
は

キ
リ
ス
ト
の
変
容
、第
３
主

日
は
神
殿
に
お
け
る
死
と
復

活
の
予
告
、第
４
・
第
５
主

日
は
十
字
架
と
復
活
に
よ
る

キ
リ
ス
ト
の
未
来
の
栄
光
に

つ
い
て
の
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の

箇
所
が
読
ま
れ
る
▲
第
２
バ

チ
カ
ン
公
会
議
の
『
典
礼
憲

章
』
に
よ
る
と
「
四
旬
節
の

二
重
の
性
格
が
、典
礼
に
お

い
て
も
典
礼
に
関
す
る
信
仰

教
育
に
お
い
て
も
、い
っ
そ
う

明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、と
く

に
洗
礼
の
記
念
ま
た
は
準
備

を
通
し
て
、そ
し
て
悔
い
改

め
を
通
し
て
、信
者
は
神
の

こ
と
ば
を
い
っ
そ
う
熱
心
に

聞
き
、祈
り
に
励
ん
で
、過
越

の
神
秘
を
祝
う
た
め
に
備
え

る
」。
ま
た
、悔
い
改
め
は
、単

に
内
的
で
個
人
的
な
も
の
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、外
的
で

社
会
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い

る
▲
四
旬
節
は
、キ
リ
ス
ト

の
死
か
ら
復
活
へ
の
過
越
の

神
秘
に
あ
ず
か
る
信
仰
を
確

認
す
る
時
。
そ
の
心
を
大
切

に
し
な
が
ら
、こ
の
40
日
を

過
ご
し
て
い
き
た
い
。�

（
＠
）

能登半島地震　募金受付能登半島地震　募金受付

■教会内支援（教会の修復や被災された■教会内支援（教会の修復や被災された
信徒の方への見舞金など）のため信徒の方への見舞金など）のため

郵便振替　００８１０ｰ 5 ｰ５０６０５
加入者名　カトリック名古屋教区
＊通信欄に「のと地震」と明記してください。
　「NOTO」あるいは「のと」だけでも可。
※お寄せいただいた救援金は、公益性の高い

他の活動（被災地域全般）についても使わ
せていただくことがあります。

■被災地での支援活動ならびに広く被災■被災地での支援活動ならびに広く被災
された方々への支援関連活動のためされた方々への支援関連活動のため

郵便振替　００１７０ｰ５ｰ９５９７９
加入者名　宗教法人カトリック中央協議
　　　　　会　カリタスジャパン
＊通信欄に「能登地震」と明記してください。

名
古
屋
教
区

能
登
半
島
地
震
の
被
害
に

能
登
半
島
地
震
の
被
害
に

つ
い
て

つ
い
て
報
告
と
対
応

報
告
と
対
応

「
カ
リ
タ
ス
の
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」開
設

「
カ
リ
タ
ス
の
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」開
設

　

１
月
１
日
能
登
半
島
地

震
の
発
生
直
後
か
ら
随
時

お
知
ら
せ
を
発
信
し
て
い

る
名
古
屋
教
区
（
松
浦
悟

郎
司
教
）
は
１
月
20
日
、

「
能
登
半
島
地
震
被
害
に

つ
い
て
の
報
告
と
対
応

⑷
」
を
通
し
て
、金
沢
教

会
内
に
設
置
さ
れ
た
「
カ

リ
タ
ス
の
と
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
が
こ
の
日
か
ら

活
動
を
開
始
し
た
こ
と
、

ま
た
、今
後
の
活
動
に
つ

い
て
伝
え
た
。

　
「
今
後
は
（
カ
リ
タ
ス

の
と
サ
ポ
ー
ト
）
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
計
画
的
な

息
の
長
い
支
援
活
動
へ
と

展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
中
略
）
一
方
、

教
会
関
連
施
設
や
被
災
し

た
信
徒
や
共
同
体
の
た

め
、ま
た
特
に
被
災
し
た

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
た

日本二十六聖人殉教記念ミサ日本二十六聖人殉教記念ミサ
殉教者を思い 西坂で祈り殉教者を思い 西坂で祈り

２
月
４
日
の
記
念
ミ
サ

　

日
本
二
十
六
聖
人
殉
教
者

の
祝
日
で
あ
る
２
月
５
日
を

前
に
、
４
日
（
日
）
14
時
か

ら
西
坂
公
園
で
、長
崎
大
司

教
区
主
催
、長
崎
南
地
区
評

議
会
担
当
に
よ
る
殉
教
記
念

ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。
ミ
サ
は

中
村
倫
明
大
司
教
の
主
司

式
、髙
見
三
明
名
誉
大
司
教

と
30
人
余
の
司
祭
団
の
共
同

司
式
の
も
と
、フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
の
巡
礼
団
31
人
を
含
め

教
区
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約

１
２
０
０
人
が
殉
教
者
を
思

い
、共
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

ミ
サ
は
聖
歌
の
歌
声
が
響
く

中
、二
十
六
聖
人
の
一
人
、聖

デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
の
聖
遺
物
を

先
頭
に
司
祭
団
が
入
堂
し
て

始
ま
っ
た
。

　

説
教
師
を
務
め
た
辻
原
達

也
師
（
小
ヶ
倉
・
大
山
主
任
）

は
初
め
に
、30
年
前
、自
身
が

司
祭
に
な
る
と
き
に
恩
師
が

く
だ
さ
っ
た
と
い
う
「
真
実

の
愛
に
堪
え
る
者
で
あ
り
な

さ
い
」
と
の
言
葉
を
引
き
、

語
っ
た
。

　
〝
真
実
の
愛
、愛
の
極
み
と

呼
ば
れ
る
磔
に
な
っ
た
お
方

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
〟
を
前

に
異
教
徒
の
百
人
隊
長
が

「
こ
の
方
は
神
の
子
だ
っ
た
」

と
宣
言
し
た
こ
と
、ま
た
、大

罪
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
中
で

も
す
べ
て
を
穏
や
か
に
受
け

と
め
感
謝
の
祈
り
と
賛
美
の

歌
を
さ
さ
げ
た
26
人
の
殉
教

者
た
ち
の
姿
を
通
し
て
、大

勢
の
人
々
が
〝
愛
と
ゆ
る
し

の
ま
こ
と
の
神
が
実
在
し
、

人
間
と
は
そ
の
愛
を
生
き
る

い
と
高
き
方
の
子
で
あ
る
〟

と
知
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
触

れ
た
。
最
後
に
「
痛
み
、悲

し
み
、苦
し
み
に
立
ち
会
う

こ
と
は
つ
ら
く
怖
い
こ
と
で

す
が
、目
を
背
け
ず
、私
が
信

じ
た
お
方
、主
キ
リ
ス
ト
の

『
世
の
終
わ
り
ま
で
と
も
に

い
る
』
そ
の
約
束
に
励
ま
さ

れ
、ぶ
ざ
ま
で
も
不
器
用
で

も
殉
教
者
の
あ
と
に
何
と
か

食
ら
い
つ
い
て
、真
実
の
愛

来
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
参
加
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
」
と
話
し
て
い
た
。

２
月
５
日

ミ
サ
と
ゆ
る
し
の
秘
跡

　

２
月
５
日
（
月
）
に
は
長

崎
南
地
区
司
祭
団
主
催
に
よ

る
記
念
日
の
ミ
サ
と
ゆ
る
し

の
秘
跡
が
、西
坂
・
聖
フ
ィ

リ
ッ
ポ
教
会
で
行
わ
れ
た
。

朝
９
時
に
始
ま
り
晩
に
か
け

て
２
時
間
お
き
に
計
６
回
の

ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
、ゆ
る

し
の
秘
跡
の
時
間
も
も
う
け

ら
れ
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
り
、多
く

の
人
が
西
坂
の
丘
を
訪
れ
た
。

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

は
１
月
25
日
付
で
、新
し

い
駐
日
教
皇
大
使
に
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
出
身
の
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
エ
ス
カ
ラ
ン

テ
・
モ
リ
ー
ナ
大
司
教

（Archbishop Francisco 

Gerardo Escalante 
M

olina

）
を
任
命
し
た
こ
と

を
発
表
し
た
。
エ
ス
カ
ラ
ン

テ
・
モ
リ
ー
ナ
大
司
教
は
２

０
２
１
年
か
ら
ハ
イ
チ
の
教

皇
大
使
を
務
め
て
い
た
。

　

略
歴　

１
９
６
５
年
１
月

29
日
ラ
・
グ
リ
タ
（
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
）
で
生
ま
れ
る
。
89
年

８
月
26
日
司
祭
叙
階
。
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
・
サ
ン
ク
リ
ス
ト
バ

ル
教
区
に
在
籍
。
教
会
法
を

修
め
る
。
98
年
６
月
13
日
聖

座
外
交
団
に
加
入
。
以
下
の

教
皇
庁
大
使
館
で
聖
座
外
交

官
を
務
め
る
。
ス
ー
ダ
ン
、

ガ
ー
ナ
、マ
ル
タ
、ニ
カ
ラ
グ

エ
ス
カ
ラ
ン
テ
・
モ
リ
ー
ナ
大
司
教

駐
日
教
皇
大
使
に
任
命

駐
日
教
皇
大
使
に
任
命

▼
オ
プ
ス
・
デ
イ 

〔
１
月
22
日
付　

⑴
は
３
月
31
日
着
任
〕

篠
﨑　

迪ふ
み

明あ
き

師　

三
川
台
ス
タ
デ
ィ
・
セ
ン
タ
ー 

（1）

（
京
都
教
区
）

木
村　

昌
平
師　

大
阪
高
松
大
司
教
区

（
三
川
台
ス
タ
デ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
）

人
事
異
動
・
任
命

人
事
異
動
・
任
命

（　

）
内
は
前
任
地
な
ど

で
は
な
く
直
接
集
ま
る
形

で
行
わ
れ
、約
80
人
の
司

祭
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、講
師
の
柿

田
多
佳
子
氏
（
長
崎
純
心

大
学
准
教
授
）
か
ら
「
子

ど
も
虐
待
の
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
、県
の

社
会
福
祉
部
門
の
職
員
と

し
て
児
童
相
談
所
な
ど
で

の
長
年
に
渡
る
勤
務
経
験

を
も
と
に
し
た
お
話
し
が

あ
っ
た
（
写
真
）。
虐
待
の

捉
え
方
、発
生
要
因
、子
ど
も

が
受
け
る
影
響
、予
防
や
対

応
、現
状
な
ど
に
つ
い
て
の

子
ど
も
虐
待
の
現
状
知
る

子
ど
も
虐
待
の
現
状
知
る

大
司
教
館
で
司
祭
研
修
会

　

２
月
６
日
（
火
）、司
祭

研
修
会
が
大
司
教
館
第
１

会
議
室
を
会
場
に
開
催
。

今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

ア
、日
本
、ス
ロ
ベ
ニ
ア
。
２

０
１
６
年
３
月
19
日
コ
ン
ゴ

共
和
国
の
教
皇
大
使
、同
時

に
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ナ
名
義
大
司

教
に
任
命
。
同
年
３
月
21
日

駐
ガ
ボ
ン
教
皇
大
使
に
任

命
。
21
年
６
月
４
日
駐
ハ
イ

チ
教
皇
大
使
に
任
命
。
ス
ペ

イ
ン
語
、フ
ラ
ン
ス
語
、英

語
、イ
タ
リ
ア
語
を
話
す
。

め
に
支
援
を
す
る
の
も
こ
の

セ
ン
タ
ー
の
中
心
的
な
支
援

な
の
で
、名
古
屋
教
区
に
寄

せ
ら
れ
た
募
金
は
こ
の
た
め

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。な
お
、サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
の
で
、今
後
、現
地
の
状

況
や
活
動
報
告
は
セ
ン
タ
ー

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を

使
っ
て
皆
さ
ま
に
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
」

　

同
セ
ン
タ
ー
長
の
片
岡
義

博
神
父
（
名
古
屋
教
区
）
は

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
、「
カ

ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
再
開
の
た

め
の
水
支
援
」
と
「
み
ん
な

が
集
ま
れ
る
場
作
り
『
じ
ん

の
び
食
堂
』（
七
尾
の
方
言

で
『
の
ん
び
り
』
の
意
）」

を
行
う
と
し
て
い
る
（
い
ず

れ
も
同
文
書
）。

講
話
の
後
、質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。
全
国
の
子
ど
も
の

１
０
０
人
に
１
人
が
虐
待
を

受
け
て
い
る
と
い
う
現
状
、

し
つ
け
の
つ
も
り
が
虐
待
に

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
、地
域
社
会
全
体
で
見

守
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、

新
た
な
気
づ
き
を
得
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
。

　

次
に
、教
区
シ
ノ
ド
ス
推

進
コ
ア
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の

岡
秋
美
師
の
進
行
に
よ
り
、

教
区
の
11
委
員
会
の
活
動
紹

介
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、教
区
会
計
担
当

か
ら
会
計
業
務
、教
区
本
部

事
務
局
の
移
転
に
関
す
る
説

明
が
行
わ
れ
、研
修
会
を
終

了
し
た
。

　写真は２月４日。上の段から…西坂で
祈りのうちに説教を聴く人々、説教をする
辻原達也師、ミサのはじめに聖ディエゴ喜
斎の聖遺物（写真中央に写る顕示台に安
置）に関して説明をする日本二十六聖人
記念館館長のデ・ルカ・レンゾ師。



　 第1124号　� 2024 年（令和 6年）3月１日（毎月１日発行）　（２） 　（昭和27年１月12日第三種郵便物認可） カトリック教報

長崎大司教区諸活動部門 11委員会について 2024年3月現在
シ
ノ
ド
ス
コ
ア
チ
ー
ム
の
主
な
メ
ン
バ
ー

（
昨
年
７
月
の
会
議
で
。長
崎
大
司
教
館
）

　11 の委員会がある長崎大司教区諸活動部門は現在、第７期（2021 年度～ 23 年度）を終えようとして
いる。2001年４月に教区の中に委員会が設置されて以降、委員会や委員会が属する部の新設・廃止といっ
た再編が繰り返し行われ、現在の体制となった。各委員会はそれぞれ、司祭・信徒ら数人～ 10 人前後の
メンバー（委員と協力者）を擁する。第７期のほとんどの期間はコロナ禍の影響のため委員会活動が
十分にできない状況にあったが、それでも活動は地道に続けられてきた。また、教区シノドス公式提言
の推進についても 2022 年 12 月に担当司祭が２人任命され、昨年からは 11 委員会の委員長と教区シノ
ドス担当者、司教総代理、教区本部事務局長で構成されるシノドスコアチームの会議も始まり、本格的な
動きが見られつつある。次年度からは第８期。新たな取り組みが始まることを期待するとともに、いま
一度 11 委員会についてその目的・役割、活動内容などを、紙面を通して紹介・共有したい。

教区の理念　―ともに参加し ともに交わり ともに宣教する長崎教区―

委員会・委員長 モットー〔みことば〕 目的・役割 活動内容・呼びかけたいこと

信仰教育
中島 誠志 師

お父さんもわたしも心配して捜し
ていたのです。

ルカ 2・48

福音宣教には、信仰を成長させるこ
とも含まれる（『福音の喜び』160
参照）。今の小中学生を対象に「キ
リストがわたしの内に生きておら
れる（ガラテヤ 2・20）」心のため
に、イエスさまを知り、祈りを学び、
案内する方の取り組みを促す。

小中学生の家庭や教会学校など「信仰を成長させる」
分野において、アンケートから現状を踏まえ、堅信クラ
ステキスト作成作業、カテキスタ養成など、これまでを
考え、これからに生かす方法を模索する。
　 ミサや教会学校の同じ空間と時間を親子で一緒に味わ

い、帰りにはイエスさまが今の自分たちに言いたいこと
はどんなことかを分かち合ってはいかがでしょうか。

青少年
川端 志範 師

あなたは、年が若いということで、
だれからも軽んじられてはなりま
せん。むしろ、言葉、行動、愛、信仰、
純潔の点で、信じる人々の模範と
なりなさい。

テモテⅠ 4・12

青少年の信仰養成のための具体的
な活動を、サポートまたは行い、次
代を担う青少年たちが、教会活動の
中での自分たち独自の役割を見い
だし、自覚しながら活動できるよう
に励ます。

青少年の信仰についての考え方、その教育についての研究、
資料収集し、教区・小教区での青少年の活動の場の開設を
検討し、巡礼やボランティア、社会運動などを呼びかける。
　 若者たちも「ともに」集まる教会であるよう、どうぞ

教会の青年とお話ししてください。青年活動について
ご要望があればお手伝いいたします！

生涯養成
山添 克明 師

ほかの種は良い土地に落ち、芽生
え、育って実を結び、あるものは
三十倍、あるものは六十倍、あるも
のは百倍にもなった。

マルコ 4・8

成人の信徒がキリスト者、宣教者と
してより成長することができるよ
う養成の手助けを企画提供してい
く。さらには、信徒の枠を超えて多
くの方々にキリストの教えに興味
を持っていただく。

年間を通じて、カトリック講座・聖書講座を企画・実行し、
受講者に分かりやすく、キリストの教えを提示していく。
　 「ともにやさしく学ぶ」をモットーに、講座会場・オン

ラインを通してできるだけ多くの皆様と「キリストの
教えを分かち合える場」となることを願う。引き続き、
当委員会へのご協力、参加をよろしくお願いします。

平和推進
鍋内 正志 師

平和を実現する人々は、幸いであ
る、その人たちは神の子と呼ばれ
る。

マタイ 5・9

被爆地を持つ教区として、キリスト
の平和に満たされて、苦しんでいる
人々に寄り添い、行動する。

平和旬間や毎月 9日の祈りの呼びかけ。高校生沖縄平和
学習、秋の平和学習などの教育、啓蒙活動。「核兵器のない
世界のためのパートナーシップ」の具体化を目指す。
　 毎月 9 日に「平和の祈り」を唱えよう、と呼びかけてい

ます。

人権
川口 昭人 師

天が裂けて “ 霊 ” が鳩のように御
自分に降って来るのを、御覧になっ
た。すると、「あなたはわたしの愛
する子、わたしの心に適う者」とい
う声が、天から聞こえた。

マルコ 1・10 - 11

教区の皆様に人権の問題に関わる
さまざまな活動を知っていただく
よう努め、聖職者に限らず多くの信
徒・一般の人々と活動していくこ
とも一つの目標である。

人権委員会は、第 4期以降「難民移住移動者部会」と「部
落問題対応部会」を統合して設置された。日本カトリッ
ク司教協議会の組織（難民移住移動者委員会と部落差
別人権委員会）と関わりながら活動している。
　 つながれば、それを活かしていきたいです。

福祉
大瀬良 直人 師

病人は答えた。「主よ、水が動くとき、わた
しを池の中に入れてくれる人がいないの
です。（中略）ほかの人が先に降りて行く
のです。」イエスは言われた。「起き上が
りなさい。床を担いで歩きなさい。」 

ヨハネ 5・7 - 8

既存の福祉団体を信仰教育と広報
活動によって支援し、その啓蒙と促
進を通して信徒の信仰生活の活性
化を図る。

福祉団体に対し、助言と提言で側面的に支援。小教区
の福祉世話人の研修会、講演会、子どもの福祉の集い、
ホームページの開設検討中。

エキュメニズム・
諸宗教
竹谷 誠 師

隣人を自分のように愛しなさい。
マタイ 22・39

各宗派の相違を尊重し、プロテスタ
ント教会、および諸宗教との交流を
進め、ともに福音化に奉仕すること
を目指す。

現在、携わっている事業内容をまず研修しつつ、宗教者同士の
かかわりを深め、社会の中での宗教のあり方を再確認する。
　 8 月 8 日爆心地公園での原爆殉難者慰霊祭、1 月第 3

日曜日のキリスト教一致礼拝、毎月第 3 火曜日の朝祷
会に参加ください。また、当委員会に興味がある方の参
加をお願いいたします。

家庭
大水 満 師

イエス御自身が近づいて来て、一
緒に歩き始められた。

ルカ 24・15

家庭そのものに目を向け、宣教の場
であるキリスト教的家庭の実現を
目指す。

委員会の目的・役割にそった講演会、ＳＮＳ活動、カレ
ンダー作成などを行う。
　 家庭の信仰といのちを大切にしていきましょう。

召命
辻原 達也 師

収穫は多いが、働き手が少ない。だ
から、収穫のために働き手を送っ
てくださるように、収穫の主に願
いなさい。

マタイ 9・37 - 38

司祭、修道者の召命（司祭叙階、お
よび誓願宣立まで）促進と育成。

すでに行われている教区内の召命関連行事のバック
アップとコレジオの後援。
　 召命を意識した子どもたちの将来・夢を育てましょう。

典礼
平本 義和 師

わたしたちは、祈りと御言葉の奉仕
に専念することにします。

使徒 6・4

典礼が礼拝行為であり、信仰養成、
宣教の場であることをふまえ、意識
的、行動的、十全的参加を促すため、
研究、企画、改革推進を図る。

教区主催の典礼行事をサポートする。大人を含めた典
礼奉仕者の養成、聖歌の巡回指導、新しい祈祷書の作成。
　 祈祷書・聖歌集を手に取って、新しい心で生き生きと典

礼をささげましょう。「無言の傍観者」にならないよう
に！

広報
山田 良秋 師

荒れ野で叫ぶ者の声がする。「主の
道を整え、その道筋をまっすぐに
せよ。」

ルカ 3・4

紙・電子媒体を通して教会の情報
を発信・共有し、啓発のための情報
提供を行うとともに、世の人々への
福音宣教を目指す。

教区報「カトリック教報」の発行、教区ホームページによ
る情報発信、他各種問い合わせやマスコミへの対応など。

　 手に取って読みたくなる紙面づくり
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叙階・選任・認定式叙階・選任・認定式
助祭叙階式助祭叙階式
3 月20日（水）10時30分 浦上教会3 月20日（水）10時30分 浦上教会
受階者受階者
　ボナベントゥラ	　ボナベントゥラ	 洪洪

ホ ンホ ン

  燦燦
チャンチャン

基基
キキ

（浦上）（浦上）
選任式選任式
3 月10日（日）14時 相浦教会3 月10日（日）14時 相浦教会
祭壇奉仕者受任者祭壇奉仕者受任者
　ト　マ		  廣田 学（鹿子前）　ト　マ		  廣田 学（鹿子前）
助祭・司祭候補者認定式助祭・司祭候補者認定式〔信徒発見ミサ〕〔信徒発見ミサ〕
３ 月17日（日）19時 大浦天主堂３ 月17日（日）19時 大浦天主堂
　ベルナルド	 森 翔真（太田尾）　ベルナルド	 森 翔真（太田尾）

聖香油ミサ〔司祭の日〕聖香油ミサ〔司祭の日〕
３ 月26日（火）10時30分 浦上教会３ 月26日（火）10時30分 浦上教会

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

感
謝
を
忘
れ
ず

今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

ミ
カ
エ
ル　

大
瀬
良 

直
人 

神
父

　

離
れ
て
も
、離
れ
よ
う
と
し
て
も
、た

く
さ
ん
祈
ら
れ
、ゆ
る
さ
れ
、受
け
入
れ

て
く
だ
さ
り
、迷
い
歩
く
こ
の
弱
い
私

を
遠
く
か
ら
近
く
か
ら
目
を
と
め
て
見

つ
け
て
い
た
だ
い
た
、こ
れ
ま
で
お
会

銀
　
祝

先
生
に
恵
ま
れ
た

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

熊
川 

幸
徳 

神
父

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て

の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
と

り
わ
け
、小
神
学
校
時
代
の
校
長
神
父

様
は
じ
め
養
成
者
の
神
父
様
方
に
は
随

分
ご
苦
労
を
か
け
た
。
お
礼
の
言
葉
が

見
つ
か
ら
な
い
。
今
の
私
が
あ
る
の
は

司
祭
生
活
の
す
べ
て
に
感
謝

ペ
ト
ロ　

小
島 

栄 

神
父

　

52
年
間
の
現
役
生
活
を
終
え
て
引

退
し
て
か
ら
９
年
の
月
日
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
長
く
生
き
永
ら

え
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
１
９
９
６
年
に
心
臓
の
バ
イ
パ

ス
手
術
を
受
け
て
以
来
、健
康
的
に

す
ぐ
れ
な
い
状
態
が
現
在
も
続
い
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

現
在
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流

れ
の
な
か
に
身
を
ま
か
せ
な
が
ら
、

少
し
ば
か
り
の
畑
い
じ
り
を
し
て
い

ま
す
。
人
を
育
て
る
こ
と
が
う
ま
く

で
き
な
か
っ
た
の
で
、野
菜
な
ら
ば

と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

　

私
の
司
祭
生
活
の
す
べ
て
に
感
謝

し
ま
す
。
そ
し
て
、主
な
る
神
と
す

べ
て
の
人
に
自
分
の
い
た
ら
な
さ
に

赦
し
を
願
う
毎
日
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

略
歴　

１
９
３
７
年
10
月
11
日
五

島
市
生
ま
れ
。
浜
脇
教
会
で
受
洗
。

中
町
教
会
出
身
。
64
年
３
月
19
日
大

浦
天
主
堂
で
司
祭
叙
階
。
同
年
８
月

稲
佐
教
会
助
任
、66
年
長
崎
公
教
神

学
校
（
現
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

院
）、70
年
中
町
助
任
、71
年
宝
亀
主

任
、74
年
浦
上
助
任
、77
年
１
月
桐
助

任
、同
年
５
月
か
ら
主
任
、83
年
長
崎

公
教
神
学
校
校
長
、92
年
ア
メ
リ
カ

研
修
（
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
）、93
年
浅
子

主
任
、
２
０
０
１
年
田
平
主
任
、05

年
福
江
主
任
、09
年
浦
上
主
任
、15
年

４
月
引
退
。
現
在
、大
司
教
館
。

青
少
年
と
教
会
に

 
奉
仕
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
シ
ジ

濵
﨑 

敦 

神
父

　

田
平
で
生
ま
れ
、幼
少
の
頃
、奈
良
県

に
引
っ
越
し
し
ま
し
た
。
叙
階
銀
祝
と

い
う
節
目
を
長
崎
で
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
神
の
は
か
ら
い
の
不
思
議
さ
と

恵
み
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、多
く
の

　

今
年
２
０
２
４
年
に
司
祭
叙
階
の
節
目
を
迎
え
る
司
祭
は
長
崎
教

区
内
に
６
人
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝
（
60
周
年
）
と
銀
祝
（
25
周
年
）

の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま

す
。
現
在
、教
区
外
に
お
ら
れ
、記
念
の
節
目
を
迎
え
る
長
崎
に
ゆ
か

り
の
あ
る
司
祭
の
た
め
に
も
ど
う
ぞ
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

主
に
感
謝
を
さ
さ
げ 

（
詩
編
33
・
２
）

神
様
の
お
恵
み
に
感
謝

　

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
感
謝

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ノ

萩
原 

榮
三
郎 

神
父

　

神
様
か
ら
原
石
を
預
け
ら
れ
て
60

年
。こ
の
原
石
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
は
。

　

こ
の
間
、神
様
は
研
磨
の
た
め
に

多
く
の
名
工
を
遣
わ
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
し
か
し
私
の
不
徳
の
た
め
に
、

名
工
た
ち
の
研
磨
を
妨
げ
、原
石
は

原
型
の
姿
を
呈
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
神
様
は
名
工
た
ち
を
遣
わ
し
続
け

て
お
ら
れ
る
。
神
様
の
愛
と
忍
耐
の

何
と
大
き
い
こ
と
か
。
こ
れ
か
ら
は

名
工
た
ち
の
研
磨
に
す
べ
て
を
任
せ

感
謝

パ
チ
フ
ィ
コ　

山
内 

春
治 

神
父

　

司
祭
叙
階
60
年
を
迎
え
、神
様
と

信
徒
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
司
祭
叙
階
60
年
に
は
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
の
国
や
い
く
つ
も
の
教
会
、そ
し

て
、修
道
会
の
た
く
さ
ん
の
職
務
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
神

様
の
お
恵
み
、マ
リ
ア
様
に
助
け
ら

れ
て
今
日
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の

こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、お
年
寄
り
の
仲
間

た
ち
と
一
緒
に
身
体
に
気
を
つ
け
な

が
ら
、神
様
の
み
国
へ
の
道
を
歩
い

て
行
き
た
い
。
神
様
か
ら
い
た
だ
い

た
人
生
が
、ま
わ
り
の
兄
弟
た
ち
の

喜
び
で
あ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

略
歴　

コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
修
道
会
司
祭
。
１
９
３
６

年
３
月
26
日
佐
世
保
市
生
ま
れ
。
黒

島
教
会
出
身
。
64
年
３
月
14
日
イ
タ

リ
ア
・
パ
ド
ア
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
大
聖

堂
で
司
祭
叙
階
。
65
年
愛
知
・
瀬
戸

教
会
主
任
、66
年
ブ
ラ
ジ
ル
・
日
伯

司
牧
協
会
（
パ
ラ
ナ
州
ポ
ル
ト
・
グ

ア
イ
ラ
、サ
ン
パ
ウ
ロ
州
モ
ジ
・
ダ

ス
・
ク
ル
ー
ゼ
ス
）、76
年
奄
美
大
島

の
古
仁
屋
助
任
と
古
田
町
助
任
、79

年
本
河
内
主
任
、82
年
愛
知
・
春
日

井
主
任
、88
年
聖
母
の
騎
士
園
（
児

童
養
護
）、96
年
沖
縄
・
名
護
主
任
、

２
０
０
２
年
東
京
・
亀
有
主
任
、06

年
か
ら
養
護
老
人
ホ
ー
ム
聖
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
園
園
長
。
２
０
２
１
年
か
ら

湯
江
修
道
院
院
長
。

ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
、

一
面
で
も
輝
き
を
放
つ
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

名
工
の
研
磨
に
よ
っ
て
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
は
輝
く
。
皆
様
の
お
祈
り
に
頼

り
な
が
ら
。
感
謝
を
こ
め
て

　

略
歴　

コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
修
道
会
司
祭
。
１
９
３
５

年
10
月
23
日
平
戸
市
生
ま
れ
。
紐
差

教
会
出
身
。
64
年
２
月
16
日
イ
タ
リ

ア
・
ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大

聖
堂
で
司
祭
叙
階
。
65
年
か
ら
聖
母

の
騎
士
学
園
中
・
高
等
学
校
に
勤

務
、69
年
日
本
管
区
副
管
区
長
、72

年
同
事
務
局
長
（
東
京
・
関
町
修

学
院
院
長
兼
務
）。
74
年
か
ら
病
気

療
養
。
81
年
日
本
管
区
長
、88
年
か

ら
社
会
福
祉
法
人
聖
ヨ
ゼ
フ
会
理
事

長
、児
童
養
護
施
設
聖
母
の
騎
士
園

園
長
（
２
０
１
７
年
３
月
31
日
付
園

長
を
退
任
し
、以
降
は
副
園
長
を
務

め
る
）、湯
江
教
会
（
小
長
井
教
会
）

助
任
。
現
在
、小
長
井
修
道
院
。

こ
の
時
期
の
先
生
た
ち
の
お
か
げ
で
あ

る
。南
山
の
先
生
方
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

大
神
で
は
ス
ル
ピ
ス
会
入
会
に
繋
が
る
司

祭
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
我
が
身
を
振

り
返
る
と
、胸
を
張
れ
る
も
の
が
一
つ
も

な
い
。
た
っ
た
一
つ
の
誇
り
は
先
生
に
恵

ま
れ
た
こ
と
。
先
生
方
の
ご
恩
に
報
い
る

自
今
で
あ
り
た
い
と
切
に
願
う
。

　

略
歴　

１
９
７
０
年
11
月
２
日
五
島
市

生
ま
れ
。
玉
之
浦
教
会
出
身
。
99
年
３
月

３
日
浦
上
教
会
で
司
祭
叙
階
。
同
年
３
月

長
崎
コ
レ
ジ
オ
、
２
０
０
２
年
４
月
ロ
ー

マ
留
学
、06
年
８
月
カ
ナ
ダ
留
学
、07
年
８

月
福
岡
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
大
神
学
院
（
現

福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
）、13
年
４
月

ロ
ー
マ
留
学
。
20
年
４
月
か
ら
福
岡
カ
ト

リ
ッ
ク
神
学
院
。

い
し
た
す
べ
て
の
人
に
、た
だ
た
だ
感
謝

の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

初
心
を
忘
れ
ず
、こ
れ
か
ら
も
、い
ろ

ん
な
出
会
い
を
感
謝
の
う
ち
に
大
切
に
、

日
々
丁
寧
に
こ
の
道
を
最
後
ま
で
努
め
て

歩
ん
で
い
け
る
よ
う
、皆
様
、こ
れ
か
ら

も
、お
祈
り
と
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

略
歴　

１
９
７
１
年
４
月
25
日
長
崎
市

生
ま
れ
。
大
浦
教
会
出
身
。
99
年
３
月
３

日
浦
上
教
会
で
司
祭
叙
階
。
同
年
福
江
教

会
助
任
、
２
０
０
１
年
４
月
俵
町
助
任
、

02
年
４
月
青
砂
ヶ
浦
助
任
、03
年
３
月
滑

石
助
任
、04
年
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
、05
年
４
月

丸
尾
主
任
、11
年
４
月
黒
島
主
任
。
17
年

４
月
か
ら
三
井
楽
主
任
。

方
々
の
祈
り
と
励
ま
し
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
ん
で
も
、

神
が
友
と
し
て
と
も
に
歩
ん
で
く
だ
さ
る

こ
と
を
信
じ
て
、最
後
ま
で
ド
ン
・
ボ
ス
コ

の
カ
リ
ス
マ
を
生
き
な
が
ら
青
少
年
と
教

会
に
奉
仕
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

略
歴　

サ
レ
ジ
オ
修
道
会
司
祭
。
１
９

６
８
年
11
月
12
日
平
戸
市
生
ま
れ
。
奈
良
・

登
美
が
丘
教
会
出
身
。
90
年
誓
願
、99
年
下

井
草
教
会
で
司
祭
叙
階
。
97
年
ド
ン
・
ボ

ス
コ
社
、シ
ニ
ア
志
願
生
担
当
。
２
０
０
０

年
四
日
市
サ
レ
ジ
オ
志
願
院
院
長
、奈
良
少

年
刑
務
所
・
少
年
院
教
誨
師
。
11
年
日
向

学
院
中
・
高
等
学
校
校
長
。
21
年
か
ら
愛

野
教
会
主
任
、小
さ
き
花
の
幼
稚
園
園
長
。

〝
こ
の
教
会
を
変
え
よ
う
”

〝
こ
の
教
会
を
変
え
よ
う
”

下
五
島
地
区
合
同
堅
信
式

　

１
月
21
日
（
日
）
下
五
島
地

区
合
同
堅
信
式
が
、中
村
倫
明

大
司
教
の
司
式
に
よ
り
、福
江
教

会
で
行
わ
れ
た
。
堅
信
の
秘
跡

を
受
け
た
の
は
、中
学
生
16
人
と

大
人
２
人
の
計
18
人
（
福
江
９
、

三
井
楽
３
、奈
留
２
、浜
脇
１
、浦

頭
１
、水
ノ
浦
１
、貝
津
１
）
で
、

約
２
５
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　

中
村
大
司
教
は
ミ
サ
の
説
教

の
中
で
、ド
ラ
マ
「
学
校
の
カ

イ
ダ
ン
」
に
な
ぞ
ら
え
メ
ガ
ホ

ン
型
拡
声
器
を
用
い
て
「
こ
の

教
会
を
変
え
よ
う
、こ
の
世
界

を
変
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
足
り

な
か
っ
た
の
は
「
覚
悟
」
だ
っ
た

よ
う
に
、受
堅
者
た
ち
に
求
め
ら

れ
る
の
も
「
覚
悟
」
だ
と
し
、神

の
国
を
遠
ざ
け
て
し
ま
っ
て
い
る

の
は
私
た
ち
自
身
か
も
し
れ
な
い

と
省
み
な
が
ら
、イ
エ
ス
様
が
先

頭
に
立
っ
て
変
え
に
来
て
く
れ
た

こ
と
、罪
を
な
す
り
つ
け
る
の
で

は
な
く
自
ら
が
引
き
受
け
、励
ま

し
立
ち
上
が
ら
せ
て
く
れ
た
こ
と

を
思
い
起
こ
さ
せ
た
。

長
崎
地
区
の
教
会
で
も

　

長
崎
地
区
内
の
教
会
で
も
、中

村
大
司
教
の
司
式
に
よ
る
堅
信
式

が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
堅
信
を

受
け
た
方
の
人
数
は
次
の
通
り
。

　

１
月
14
日
（
日
）
浦
上
教
会
で

浦
上
教
会
の
中
学
生
23
人
と
大
人

12
人
、稲
佐
教
会
の
中
学
生
２
人
、

飽
の
浦
教
会
の
大
人
２
人
の
計
39

人
。
１
月
28
日
（
日
）
植
松
教
会

で
植
松
教
会
の
中
学
生
５
人
と
大

人
１
人
、諫
早
教
会
の
中
学
生
３
人

の
計
９
人
。
２
月
４
日
（
日
）
本

原
教
会
で
中
学
生
５
人
、
２
月
11

日（
日
）城
山
教
会
で
中
学
生
４
人
。

奉
献
生
活
者
の

奉
献
生
活
者
の

た
め
の
ミ
サ

た
め
の
ミ
サ

　

２
月
10
日
（
土
）
10
時
30
分

か
ら
浦
上
教
会
で
、日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
管
区
長
協
議
会
・
日
本

女
子
修
道
会
総
長
管
区
長
会
の

主
催
に
よ
る
奉
献
生
活
者
の
た

め
の
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。

　

ミ
サ
は
中
村
倫
明
大
司
教
の

主
司
式
の
も
と
、多
く
の
司
祭
、

修
道
者
ら
が
集
ま
り
、奉
献
生

活
を
送
る
す
べ
て
の
人
々
、ま

た
日
本
の
全
修
道
会
の
た
め
に

特
に
初
誓
願
10
周
年
を
迎
え
た

方
々
へ
の
エ
ー
ル
と
２
０
２
３

年
に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の
追

悼
と
感
謝
の
意
向
を
も
っ
て
、

祈
り
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

感
　
謝

― 

香
典
返
し 

―

長
崎
大
司
教
区

◦
レ
デ
ン
プ
ト
リ
ス
チ
ン
修
道
会

　
　
　
　

長
崎
修
道
院
様

　

右
の
方
か
ら
ご
寄
付
・
ご
芳
志

を
賜
り
ま
し
た
。
お
礼
と
ご
報
告

を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ

〈
一
菜
募
金
の
支
援
状
況
〉

　

昨
年
９
月
、大
雨
に
よ
り
教
会

東
側
斜
面
が
崩
落
し
た
平
戸
ザ
ビ

エ
ル
記
念
教
会
の
復
旧
援
助
費
と

し
て
、平
戸
地
区
評
議
会
へ
50
万

円
を
送
金
し
た
（
２
月
７
日
）。
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▼
昨
年
７
月

雲
仙
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
第
10
回
召

命
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
の
ミ
サ
献
金

は
総
額
34
万
４

８
１
７
円
だ
っ
た

が
、こ
れ
を
35
万

円
と
し
、フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス

島
の
子
ど
も
た
ち

と
、ベ
ト
ナ
ム
南

部
メ
コ
ン
デ
ル
タ

地
方
カ
マ
ウ
省
の

子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
10
万
円
ず
つ

送
金
し
た
（
２
０

２
３
年
10
月
号
既
報
）。

　

献
金
の
残
り
15
万
円
に
つ

い
て
は
、今
年
１
月
教
区
評

議
会
あ
て
に
寄
せ
ら
れ
た
コ

ン
ゴ
平
和
学
園（
ア
フ
リ
カ
）

か
ら
の
援
助
金
増
額
の
依
頼

に
応
え
る
形
で
、「
ク
リ
ス

マ
ス
愛
の
募
金
」
か
ら
の
50

万
円
と
こ
の
15
万
円
と
を
合

子どもたちのための寄付報告子どもたちのための寄付報告

わ
せ
て
２
月
６
日
に
送
金
し

た
。

　

▼
昨
年
12
月
に
中
町
教
会

で
開
催
さ
れ
た
第
28
回
子
ど

も
聖
歌
の
集
い
に
関
し
、「
こ

の
日
集
め
ら
れ
た
献
金
は
、

パ
レ
ス
チ
ナ
の
戦
争
で
苦
し

ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
を

通
し
て
送
ら
れ
た
」
と
報
告

し
た
（
２
０
２
４
年
１
月
号

既
報
）
が
、金
額
を
次
の
通

り
明
記
す
る
。
献
金
額
は
26

万
４
８
１
９
円
で
、昨
年
12

月
７
日
に
全
額
送
金
し
た
。

堤 

好
治
神
父
を
し
の
び
、ま

　

１
月
24
日
逝
去
。
90
歳
。

宮
崎
県
生
ま
れ
。
長
崎
修
道

院
に
入
会
。
１
９
７
６
年
初

誓
願
、82
年
終
生
誓
願
宣
立
。

　

幼
稚
園
教
諭
と
保
母
の
資

格
を
持
ち
、愛
宕
レ
デ
ン
プ

ト
ー
ル
幼
稚
園
、茂
木
セ
レ

ス
タ
幼
稚
園
で
務
め
た
。
子

ど
も
た
ち
を
愛
し
、そ
の
家

族
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

し
、出
会
っ
た
人
た
ち
の
た

め
に
い
つ
も
祈
っ
て
い
た
。

　

高
齢
に
な
り
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
居
。
工
作
が

好
き
で
有
り
合
わ
せ
の
材
料

を
用
い
て
祝
日
の
贈
り
物
を

作
り
、施
設
の
方
に
差
し
上

げ
て
い
た
。
ま
た
、施
設
の

窓
か
ら
見
え
る
教
会
墓
地
に

眠
る
方
々
の
た
め
に
毎
日

祈
っ
て
い
た
。

　

今
年
に
な
っ
て
少
し
弱
く

な
り
、姉
妹
が
見
守
る
中
、御

父
の
み
も
と
に
召
さ
れ
た
。

葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
１
月

26
日
、長
崎
修
道
院
で
行
わ

れ
た
。

マ
リ
ー
・
テ
レ
ー
ズ

樋
口
ミ
ツ
子
修
道
女

（
レ
デ
ン
プ
ト
リ
ス
チ
ン
修
道
会
）

貴弘

長崎市花園町 23-17 立岩公園前

携帯 090−7923−9005
TEL（095）㈹847−7151

カ
障
連
長
崎
全
国
大
会
を
終
え
て

障
害
者
と
の
今
後
の
向
き
合
い
方

障
害
者
と
の
今
後
の
向
き
合
い
方

長
崎
全
国
大
会
実
行
委
員
会

長
崎
全
国
大
会
実
行
委
員
会  

事
務
局
長
　

事
務
局
長
　
片
岡
片
岡  

英
和
英
和

　

昨
年
10
月
に
２
日
間
に
わ

た
り
、日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障

害
者
連
絡
協
議
会
（
以
下
カ

障
連
）
長
崎
全
国
大
会
を
行

い
ま
し
た
。
大
会
実
施
に
際

し
、中
村
倫
明
大
司
教
様
を

は
じ
め
多
く
の
神
父
様
、ま

た
信
徒
の
皆
様
に
多
大
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
ご
協
力
も
あ
り
、参
加

者
か
ら
は
「
今
ま
で
で
一
番

良
か
っ
た
」
な
ど
と
い
う
う

れ
し
い
お
言
葉
も
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

大
会
の
テ
ー
マ
は
「
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
」
を
挙
げ

て
お
り
ま
し
た
。
災
害
時
に

は
災
害
弱
者
と
な
る
障
害
者

に
と
っ
て
、社
会
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
な
ど
を
念
頭
に
基
調

講
演
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
元
日
か
ら
能
登
半
島

で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
、火

災
・
津
波
に
よ
る
被
害
な
ど

出
て
い
ま
す
。
石
川
県
は
名

古
屋
教
区
と
な
り
、そ
こ
に
は

カ
障
連
の
本
部
も
あ
り
ま
す
。

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
っ
て
い
か
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
が
、障
害
者
へ
の
対

応
も
カ
障
連
の
方
で
行
っ

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
改
め
て
長
崎
教

区
は
と
い
う
と
、聴
覚
障

害
者
に
対
応
し
た
団
体
、

知
的
障
害
者
に
対
す
る
団

体
な
ど
、各
障
害
に
対
応

し
た
福
祉
団
体
は
あ
り
ま

す
。
個
別
に
カ
障
連
と
も

つ
な
が
り
を
持
ち
活
動
し

て
い
ま
す
が
、教
区
と
し

て
統
一
し
た
仕
組
み
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

だ
け
が
理
由
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、障
害
を
持
つ

方
々
の
声
が
教
区
ま
で
届

き
に
く
い
状
況
を
作
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、社
会
的
に
も
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と
い
う
も

の
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

「
隣
人
と
は
だ
れ
か
」テ
ー
マ
に

「
隣
人
と
は
だ
れ
か
」テ
ー
マ
に

第
11
回
長
崎
キ
リ
ス
ト
教
一
致
礼
拝

　

全
世
界
で
行
わ
れ
る
キ
リ

ス
ト
教
一
致
祈
祷
週
間
（
毎

年
１
月
18
日
～
25
日
）
に
あ

た
り
、
１
月
21
日
（
日
）
14

時
か
ら
日
本
基
督
教
団
長
崎

古
町
教
会
で
第
11
回
長
崎
キ

リ
ス
ト
教
一
致
礼
拝
が
行
わ

れ
た
。
長
崎
キ
リ
ス
ト
教
協

議
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大

司
教
区
の
主
催
に
よ
る
こ
の

礼
拝
に
は
、カ
ト
リ
ッ
ク
、日

本
基
督
教
団
、長
崎
バ
プ
テ

ス
ト
教
会
、日
本
聖
公
会
な

ど
か
ら
信
者
ら
約
70
人
が
参

加
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
隣
人

と
は
だ
れ
か
」（
ル
カ
10
・

25
－
37
、よ
い
サ
マ
リ
ア
人

の
た
と
え
）。
説
教
師
を
務

め
た
竹
谷 

誠
師
（
教
区
エ

キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
・
諸
宗
教

委
員
会
委
員
長
、三
ツ
山
教

会
）
は
、地
元
の
保
育
園
創

立
の
際
に
見
ら
れ
た
宗
教
や

キ
リ
シ
タ
ン
へ
の
差
別
を
乗

り
越
え
た
地
域
融
和
を
例
と

し
て
、距
離
・
地
域
・
思
想
・

身
分
・
民
族
な
ど
の
壁
を
越

え
て
、サ
マ
リ
ア
人
が
示
し

た
隣
人
に
な
る
こ
と
の
重
要

性
を
説
い
た
。
ま
た
、長
崎

市
内
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
派
の

　

１
月
29
日
逝
去
。
71
歳
。

五
島
市
生
ま
れ
、井
持
浦
教

会
出
身
。75
年
初
誓
願
宣
立
。

79
年
10
月
13
日
、名
古
屋
の

神
言
神
学
院
で
司
祭
叙
階
。

80
年
西
町
教
会
助
任
、81
年

長
崎
南
山
中
学
校
・
高
等
学

校
教
諭
、96
年
か
ら
同
校
校

長
。２
０
０
８
年
新
潟
教
区
・

秋
田
教
会
、14
年
日
本
管
区

長
、17
年
秋
田
教
会
。20
年
か

ら
長
崎
修
道
院
・
教
師
館
へ
。

　

同
会
の
司
祭
は
、「
永
山

神
父
は
謙
虚
な
人
で
し
た
。

神
父
が
愛
し
た
坂
村
真
民
の

『
馬
鹿
に
さ
れ
よ
う
と　

笑

わ
れ
よ
う
と　

自
分
の
道
を

ま
っ
す
ぐ
ゆ
こ
う　

時
間
を

か
け
て　

み
が
い
て
ゆ
こ

う
』
と
い
う
詩
の
ま
ま
に
、

修
道
者
と
し
て
の
自
分
を
磨

き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
病
苦

に
あ
る
最
期
ま
で
、ま
っ
す

ぐ
に
神
へ
と
自
分
を
さ
さ
げ

尽
く
さ
れ
ま
し
た
」
と
振
り

返
っ
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
１

月
31
日
、多
く
の
会
員
、信
者

ら
が
見
守
る
中
、西
町
教
会

で
行
わ
れ
た
。

ペ
ト
ロ

永
山 

誠 

神
父（

神
言
修
道
会
）

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
増
進
と
交
流

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
増
進
と
交
流

司
祭
団
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

１
月
30
日
（
火
）、下
五
島

地
区
で
司
祭
団
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
司
祭
の

健
康
増
進
を
目
的
に
始
め
ら

れ
た
こ
の
大
会
は
、今
年
で

41
回
目
。
４
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
。

　

開
会
式
で

は
、発
起
人
の

神
父
た
ち
や
名

誉
会
長
だ
っ
た

昨
年
10
月
14
、15
日
に
長
崎
純
心

大
学
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
。
基

調
講
演
で
の
会
場
の
様
子
（
14
日
）

日　

時　

３
月
10
日
（
日
）
10
時
～
15
時

場　

所　

長
崎
大
司
教
館

対　

象　

18
歳
～
40
歳
の
青
年（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
先

各
地
区
の
担
当
司
祭
、大
崎
教
会
（
電
話
↓
）

℡
０
９
５
６
‐
47
‐
６
１
８
８

〝被爆75年から〝被爆75年から
5年間のチャレンジ〟5年間のチャレンジ〟
https://nuclear-free.net/https://nuclear-free.net/

核なき世界基金核なき世界基金

2020年2020年

た
、病
気
や
け
が
で
出
場
で

き
な
か
っ
た
兄
弟
司
祭
の
分

ま
で
頑
張
ろ
う
と
思
い
を
一

つ
に
し
た
（
円
内
の
写
真
は

選
手
宣
誓
）。
会
議
の
日
程

と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て

か
、司
祭
団
の
参
加
は
、堂
崎

天
主
堂
～
福
江
教
会
間
（
約

９
㎞
）
の
マ
ラ
ソ
ン
13
人
、

浦
頭
教
会
～
福
江
教
会
間

（
約
５
㎞
）
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
８
人
と
例
年
よ
り
も
少
数

だ
っ
た
が
、
４
年
ぶ
り
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
く
の
修
道

者
、信
徒
、保
育
園
児
の
協
力

と
声
援
が
あ
っ
た
。

　

結
果
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通

り
。
マ
ラ
ソ
ン
の
部
…
１
位

下
原
和
希
師
（
仲
知
）、
２

位
川
原
昭
如
師
（
宝
亀
）、

３
位
稲
田
祐
馬
師
（
福
江
）。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
部
…
１
位

中
田
輝
次
師
（
福
江
）、
２

位
中
野
里
晃
祐
師
（
聖
母
の

騎
士
）、
３
位
野
濱
達
也
師

（
真
手
ノ
浦
）。

青
年
た
ち
が
参
加
し

新
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

１
月
21
日
（
日
）
大
司
教

館
の
体
育
館
で
、教
区
青
少

年
委
員
会
主
催
の
新
年
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、司
祭
団
と
18

～
40
歳
の
青
年
た
ち
と
の
交

流
を
深
め
、青
年
の
活
動
を

励
ま
す
た
め
に
毎
年
１
月
に

行
っ
て
い
る
も
の
。

　

今
回
は
実
行
委
員
長
の
ダ

ニ
エ
ル
金キ

ム

桐ド
ン

旭ウ
ク

師
（
香
焼
）

を
含
め
て
司
祭
７
人
、
４
つ

の
教
会
か
ら
15
人（
浦
上
７
、

大
崎
５
、城
山
２
、時
津
１
）

の
計
22
人
が
参
加
。
３
チ
ー

2023年度
教区青年黙想会

ま
す
。
す
べ
て
の
人
の
声
が

等
し
く
届
く
よ
う
な
仕
組
み

を
作
り
上
げ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

２
０
２
２
年
10
月
に
「
カ
障

連
長
崎
支
部
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
立
ち
上
げ
後
は
長

崎
大
会
の
準
備
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
の
で
目
立
っ
た

活
動
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
、障
害
者
の
声
を
教
区
へ

と
伝
え
て
い
く
団
体
と
な
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

長
崎
全
国
大
会
は
、参
加

者
の
方
の
反
応
か
ら
見
る
と

大
変
良
い
も
の
に
な
っ
た
と

感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、そ

れ
で
喜
ん
で
終
わ
り
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ
の

大
会
は
、今
後
長
崎
教
区
に
お

い
て
障
害
者
と
の
関
わ
り
を

密
に
し
て
い
く
た
め
の
き
っ
か

け
と
も
な
り
ま
し
た
。
こ
の

大
会
の
成
否
を
問
わ
れ
る
の

は
、今
後
ど
う
障
害
者
と
接
し

て
い
く
の
か
、一
人
一
人
の
意

識
の
持
ち
方
が
重
要
と
な
っ

て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

連
帯
を
深
め
、特
に
現
在
、

困
難
な
状
況
に
あ
る
方
々

の
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
が
で

き
る
こ
と
を
共
有
・
実
行

し
て
い
く
よ
う
に
と
提
案

し
た
。

ム
に
分
か
れ
て
ミ
ニ
バ
レ
ー

を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、18
時
か
ら
の
食

事
会
で
も
交
流
が
盛
り
上
が

り
、青
年
た
ち
の
次
の
行
事

を
楽
し
み
に
し
て
解
散
し
た
。


